
2024（令和6）年度

多摩大学グローバルスタディーズ学部

卒業生アンケート 結果報告書

多摩大学グローバルスタディーズ学部学生委員会・学生課

2025（令和7）年3月25日

1



目 次

Ⅰ.調査の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３

１ 趣旨

２ アンケート調査の実施概要

３ 調査内容

４ 回収結果

５ 報告書の見方

Ⅱ.調査結果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５

１ 本学部が力を入れて教育している能力が身についたか？ ・・・・・・・・・・６

２ 本学部がめざす人材に成長したか？ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６

３ 入学時の「志」を達成したか？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６

４ グローカル社会に対する理解について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７

５ 考え抜く力について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７

６ 社会の発展に貢献する力について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７

７ 役割分担により組織目標の達成に貢献する力について ・・・・・・・・・・・８

８ 環境対応能力と先進性について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８

９ 学生生活の満足度について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８

10 気になったことや改善を求めたいことについて ・・・・・・・・・・・・９

Ⅲ.調査シート ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10

１ 調査シート ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11

2



Ⅰ.調査の概要
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１ 趣旨

本学がめざす教育や、学生自身が入学時に掲げた「志」に対する達成度を調査する。

定点調査により、現在の問題点を把握しその改善・解決に向けて各種委員会などで活用されるべき基礎資

料を得る。

現状を踏まえて、継続的かつ時系列的な学生生活調査への展望を明らかにする。

２ アンケート調査の実施概要

（１）実施主体 学生委員会・学生課

（２）実施対象 グローバルスタディーズ学部 2024年度卒業生 134名（秋 5名／春 129名）

（３）実施期間 秋卒業生：2024年 8月 19日（月）～9月 13日（金）

春卒業生：2025年 2月 14日（金）～ 3月 20日（木）

（４）実施方法 Googleフォーム

３ 調査内容

（１）本学部が力を入れて教育している能力が身についたか？

（２）本学部がめざす人材に成長したか？

（３）入学時の「志」を達成したか？

（４）グローカル社会に対する理解について

（５）考え抜く力について

（６）社会の発展に貢献する力について

（７）役割分担により組織目標の達成に貢献する力について

（８）環境対応能力と先進性について

（９）学生生活の満足度について

（１０）気になったことや改善を求めたいことについて

４ 回収結果

回答率88.8％ 卒業生：134名 回答者：119名

※ 2023年度回答率 87.1％ 卒業生：140名 回答者：122名

※ 2022年度回答率 85.1％ 卒業生：134名 回答者：114名

※ 2021年度回答率 85.7％ 卒業生：140名 回答者：120名

５ 報告書の見方

（１）比率は、回答者数を100％とした百分比で算出し、小数点以下を四捨五入しました。そのため、百

分比の合計が100％にならない場合があります。

（２）自由記述については個人名や不適切だと判断したコメントや同じ内容のコメントは省略している場

合があります。
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Ⅱ.調査結果 
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合計 割合
十分身についた 44 37%
ある程度は身についた 34 29%
少し身についたが不十分 33 28%
まったく身につかなかった 8 7%

119 100%
十分身についた 37%
ある程度は身についた 29%
少し身についたが不十分 28%
まったく身につかなかった 7%

合計 割合
十分成長した 31 26%
ある程度は成長した 37 31%
少し成長したが不十分 44 37%
まったく成長していない 7 6%

119 100%
十分成長した 26%
ある程度は成長した 31%
少し成長したが不十分 37%
まったく成長していない 6%

合計 割合
十分達成した 34 29%
ある程度は達成した 32 27%
少し達成したが不十分 41 34%
まったく達成していない 12 10%

119 100%
十分達成した 29%
ある程度は達成した 27%
少し達成したが不十分 34%
まったく達成していない 10%

2024年度卒業生アンケート
集計結果

2025年3月25日　学生課

Q1. グローバルスタディーズ学部では、英語コミュニケーション力向上を重視した学びと、グローバルな視野を持つ学
びに力を入れています。あなたは在学中にこれらの能力が身についたと思いますか？

Q1

Q2. グローバルスタディーズ学部の志は「グローバルな舞台で活躍できる人材を育成」です。あなたはどのくらいこのよ
うな人材に成長したと思いますか？

Q2

Q3. あなたの入学時の「志」は、卒業時どのくらい達成しましたか？

Q3

37%

29%

28%

7%

Q1.

十分身についた ある程度は身についた

少し身についたが不十分 まったく身につかなかった

26%

31%
37%

6%

Q2.

十分成長した ある程度は成長した

少し成長したが不十分 まったく成長していない

29%

27%
34%

10%

Q3.

十分達成した ある程度は達成した

少し達成したが不十分 まったく達成していない
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合計 割合
十分修得した 45 38%
ある程度は修得した 37 31%
少し修得したが不十分 29 24%
まったく修得していない 8 7%

119 100%
十分修得した 38%
ある程度は修得した 31%
少し修得したが不十分 24%
まったく修得していない 7%

合計 割合
十分修得した 38 32%
ある程度は修得した 44 37%
少し修得したが不十分 30 25%
まったく修得していない 7 6%

119 100%
十分修得した 32%
ある程度は修得した 37%
少し修得したが不十分 25%
まったく修得していない 6%

合計 割合
十分達成した 45 38%
ある程度は達成した 44 37%
少し達成したが不十分 26 22%
まったく達成していない 4 3%

119 100%
十分達成した 38%
ある程度は達成した 37%
少し達成したが不十分 22%
まったく達成していない 3%

Q6.物事に積極的に取り組む主体性や目的に向かって周囲の人を動かしていける巻き込み力、失敗を恐れずに粘り
強く行動していける実行力を身につけ、グローバルな舞台で活躍するとともに、国際社会の発展に貢献できるようにな
りましたか？

Q6

Q5

Q4.基礎的な学力を養い、湘南地域や日本の文化・歴史・風土を学び、日本とは何かを説明するための専門的知識を
修得することができたと思いますか？

Q4

Q5.現状を分析して、グローバルな課題を明らかにできる課題発見力、課題の解決に向けたプロセスを明らかにし準備
する計画力、課題に対して新たな価値や解決方法を生み出せる創造力を修得することができたと思いますか？

38%

31%

24%

7%

Q4.

十分修得した ある程度は修得した

少し修得したが不十分 まったく修得していない

32%

37%

Q5.

十分修得した ある程度は修得した

少し修得したが不十分 まったく修得していない

38%

37%

22%

3%

Q6.

十分達成した ある程度は達成した

少し達成したが不十分 まったく達成していない
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合計 割合
十分達成した 34 29%
ある程度は達成した 39 33%
少し達成したが不十分 37 31%
まったく達成していない 9 8%

119 100%

十分達成した 29%
ある程度は達成した 33%
少し達成したが不十分 31%
まったく達成していない 8%

合計 割合
十分達成した 42 35%
ある程度は達成した 38 32%
少し達成したが不十分 34 29%
まったく達成していない 5 4%

119 100%
十分達成した 35%
ある程度は達成した 32%
少し達成したが不十分 29%
まったく達成していない 4%

合計 割合
大満足 46 39%
ある程度満足 62 52%
どちらかというと不満足 8 7%
不満足 3 3%

119 100%
大満足 39%
ある程度満足 52%
どちらかというと不満足 7%
不満足 3%

Q9. 多摩大学での大学生活は、満足でしたか？

Q9

Q7.日本語だけではなく、グローバルな共通語としての英語によるコミュニケーション能力を修得し、情報や知識を複眼
的、論理的に分析し表現できるようになりましたか？

Q7

Q8.大学卒業後も自律・自立して学習できる生涯学習力と、グローバルな課題解決の一端を担い、地球社会の未来に
貢献しようとする姿勢を身につけ、自らを律しながら湘南地域からグローバルな舞台まで活躍し、地球社会の未来に
貢献できるようになりましたか？

Q8

29%

33%

31%

Q7.

十分達成した ある程度は達成した

少し達成したが不十分 まったく達成していない

35%

32%

29%

Q8.

十分達成した ある程度は達成した

少し達成したが不十分 まったく達成していない

39%

52%

7% 3%

Q9.

大満足 ある程度満足

どちらかというと不満足 不満足

8



Q10. グローバルスタディーズ学部について、学習・生活・就職等の指導／支援、設備など、気になったことや改善を求
めたいことはありますか？

特にはないですが、様々な教授から知識や知恵を得ることができたのは、自分の人生でとても有意義で大切な時間で
バス！バスはない！バス欲しい！
W棟3階の女子トイレ2つの音姫とビデ等が片方を押すと、もう片方の個室が反応するので確認してください。
授業毎に非常に有益な授業もあれば、ごく一部だが自分が今何をしているのか分からないような授業が存在した。ま
た、大教室(E301やE201)で行われるような授業は教員の目が後ろの席まで行き届いておらず、私語やスマホ使用が
多く、他の真面目に受けている学生に影響を及ぼしているのでは無いかと感じた。
もっともっと多摩大学の学内を盛り上げていって欲しい
換気のために体育館のドアを開けておくと、裏にある喫煙所からタバコの匂いが流れてきて少し辛かったです。

英語教育について、クラス分けはされていたが授業内容が高校でやった内容よりも簡単なものになってしまい、もう少
し学力レベルにあった内容の物が良かったと思いました。

送迎バスが欲しい。

履修や健康診断などの情報をもう少し早い段階で伝達して欲しかったなと思います。

中国語と韓国語の授業の時間が重なっていて、私は同時期に履修したかったので不便でした。
バイク通学において、雨天時の設備が不十分

就職活動等などもっと選択肢が多くあっていいと思う。例えば、卒業後のワーキングホリデーの選択も進路の一つとし
て大学側からの支援が欲しい。

学校の先生たちはとても責任を持っていて、国際部の先生もとても優しくて、私にたくさんの助けを与えてくれました。
現金を持っていない学生が多い中、自販機やコーヒー販売機などキャッシュレスで払えるものがほぼ無く、キャッシュ
レス決済の自販機で買おうとすると利用者が多く売り切れていることが多くて困りました。特に、学食を食べたいのに
現金がないため泣く泣く毎朝コンビニで買っている子が多かったです。

広告やメディアについて学べる授業がもっとあると嬉しかったです。就職活動をしていて広告に興味を持ったのです
が、授業で取り扱っていることがほとんどなかったのでもっと授業で学びたかった感じたからです。世界中に広告やメ
ディアはあり、身近なもので学びやすいと思います。また言語や宗教に関係して特色があるためグローバルな視点を
持つことができると思うので新たに授業で取り入れて欲しいです。

大学生活4年間、本当に楽しいこと、嬉しいことばかりでした。
授業数が少ないと感じた。

体調不良で欠席になるのは分かるが、内定式など重要な日などが公欠扱いにならないのが不満だった。来年からの
就活生のためにも改善して欲しい。
また学食の改善が遅すぎて最後の1年だけが美味しかったと思った。もう少し早く動いて貰えると嬉しかった。

卒業後の生徒のキャリア支援もしてもらえるとありがたいです。

授業のバリエーションがより増えると、将来の選択肢を広げられる学生も増えるのではないかと思います。また、W棟
の１Fの空調を夏場と冬場はより強くしてもらえるといいと思いました

教職支援室が狭い、CHPの部屋はいらないと思う。

大学の学習では全く英語が身に付かなかったので個人で語学留学等かなり努力しました。
TOEIC演習を履修する生徒の多さから大学での学びでは不十分であることが明白だと思います。
なので意欲のある学生には留学支援をするなど支援制度をもっと充実させるべきだと思います。
また英語の授業に関してはイギリス英語を教える人もいればアメリカ英語を教える人もいたので統一するか選択でき
るようにするべきです。
正直なところ大学での学びから得れるものは何もありませんでした。
英語を話せるようにしたいならもっと語学学習に力を入れるべきですし、その他学生に習得させたい内容がボヤッとし
すぎてて目標が定まっていないように感じました。

トイレに紙のタオルを置いたほうがいい。ハンカチを忘れた人が手洗い場を水浸しにしていたから。
留学生向けの日本語授業は、３つのクラスに分けたほうがいい。初級、中級、上級クラスに分けることでより学習者が
快適に勉強できる。

英語などの言語学習は希望制ではなく、1~4年まで必修で行う方が良いと思います。
キャリア支援課の就職支援が丁寧でとても良かったです。
この多摩大学グローバルスタディーズ学部に入学し自分で何かに対して考え解決する力や誰かの前に立って話す事
食堂の空調設備を充実させたいと感じました。
1人でも勉強しやすいスペースの確保があったらよかった。
寮作ればいいと思います。
就活支援はとても良かった。
とても楽しく生活することができました。
なし、特になし(17)
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Ⅲ.調査シート 
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卒業生対象 学修成果・「志」達成度アンケート 

 

 

 

 

 

 

Q1. グローバルスタディーズ学部では、英語コミュニケーション力向上を重視した学びと、グロ 

ーバルな視野を持つ学びに力を入れています。あなたは在学中にこれらの能力が身についた 

と思いますか？ 

 

 

 

Q2. グローバルスタディーズ学部の志は「グローバルな舞台で活躍できる人材を育成」です。 

あなたはどのくらいこのような人材に成長したと思いますか？ 

 

 

 

Q3. あなたの入学時の「志」は、卒業時どのくらい達成しましたか？ 

 

 

 

Q4.知識と理解【グローカル社会に対する理解】 

基礎的な学力を養い、湘南地域や日本の文化・歴史・風土を学び、日本とは何かを説明するため

の専門的知識を体系的に修得するだけでなく、これらを理解し受け入れることができる。 

 

 

 

Q5.思考と判断【考え抜く力】 

現状を分析して、グローバルな課題を明らかにできる課題発見力、課題の解決に向けたプロセス

を明らかにし準備する計画力、課題に対して新たな価値や解決方法を生み出せる創造力を修得す

る。 

 

 

 

裏面に続く 

□身についた □ほぼ身についた □やや身についた □身についていない 

□成長した □ほぼ成長した □やや成長した  □成長していない 

□達成した □ほぼ達成した □やや達成した  □達成していない 

 
QR コードを読み込むと、WEBからも回答が可能です！ 

アンケート用紙もしくは QR コードより回答してください。 

学籍番号               氏名               

□身についた □ほぼ身についた □やや身についた  □身についていない 

□身についた □ほぼ身についた □やや身についた  □身についていない 
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Q6.関心と意欲【社会の発展に貢献する力】 

物事に積極的に取り組む主体性や目的に向かって周囲の人を動かしていける巻き込み力、失敗を

恐れずに粘り強く行動していける実行力を身につけ、グローバルな舞台で活躍するとともに、国

際社会の発展に貢献できるようになる。 

 

 

 

Q7.表現と技能【役割分担により組織目標の達成に貢献する力】 

日本語だけではなく、グローバルな共通語としての英語によるコミュニケーション能力を修得

し、情報や知識を複眼的、論理的に分析し表現できるようになる。 

 

 

 

Q8.高い志【環境対応能力と先進性】 

大学卒業後も自律・自立して学習できる生涯学習力と、グローバルな課題解決の一端を担い、地

球社会の未来に貢献しようとする姿勢を身につけ、自らを律しながら湘南地域からグローバルな

舞台まで活躍し、地球社会の未来に貢献できるようになる。 

 

 

 

Q9. 多摩大学での大学生活は、満足でしたか？ 

 

 

 

Q10. グローバルスタディーズ学部について、学習・生活・就職等の指導／支援、設備など、気にな

ったことや改善を求めたいことはありますか？ 

 

 自由記述 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 

□満足  □ある程度満足  □やや不満  □不満 

□身についた □ほぼ身についた □やや身についた  □身についていない 

□身についた □ほぼ身についた □やや身についた  □身についていない 

□身についた □ほぼ身についた □やや身についた  □身についていない 
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